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「東北いきいきプロジェクト（仮称）」発足のお知らせ 

 

  

株式会社薬王堂（以下、薬王堂）は生活習慣病予防と医療費適正化のために、「セルフ健康

チェック」を手がけるケアプロ株式会社（以下、ケアプロ）と連携し、「東北いきいきプロジ

ェクト(仮称)」を発足することをお知らせいたします。 

 

                   記 

 

１．プロジェクト主旨 

「東北いきいきプロジェクト(仮称)」（以下、本プロジェクト）は、東北地域の商業施設、

医療機関、行政機関、その他の協力企業等が連携することで、健康リスクの早期発見・早期

治療や、地域の皆様の健康管理・健康増進をサポートし、暮らすと健康になる街づくりに取

り組みます。同地域で 232 店舗（※2017 年 8 月末現在）を展開する薬王堂とセルフ健康チェ

ックサービスを提供するケアプロが中心となって、本プロジェクトを推進していきます。 

本プロジェクト発足に先立ち、薬王堂とケアプロは岩手県内でトライアルイベントを実施

しました。2017 年の 6月、7月、9月にそれぞれ１回、健康チェックイベントを開催し、参

加者に無料で血糖値、骨チェック、血管年齢、血圧の検査を提供しました。参加者には健康

診断未受診者も多数見られ、検査を通じて健康の気づきを得た後に、食事や運動など行動変

容を促す仕組みづくりの有用性を確認したことを受け、地域ぐるみの取り組みとして盛り上

げるべく、プロジェクト発足に至りました。 

薬王堂とケアプロが実施する健康チェックは利用者には無料で提供され、さらに薬王堂が

提供予定の公式アプリを通じての特典付与も予定しております。また今年度中に 30回程度の

イベント開催によるお客様へのサービス提供を目指しており、引き続き地域の自治体や地域

企業をはじめ協力者を募っていく予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．イメージ図 

 
 

 

３．健康チェックイベントの実施予定会場（一部抜粋） 

 

10 月 1 日      矢巾町ロードレース大会    （矢巾町総合体育館） 

10 月 14 日～15日   矢巾町秋まつり        （矢巾町総合体育館） 

11 月 12 日      Ｊ3 リーグ グルージャ盛岡戦  （いわぎんスタジアム） 

※予定は変更になる場合がございます。 

 

 

▼企業概要 

  

 ケアプロ株式会社 

(東京都中野区：代表取締役社長 川添高志) 

 

ケアプロは、「革新的なヘルスケアサービスをプロデュースし、健康的な社会づくりに貢献

する」ことを使命に、駅ナカやスーパー、ショッピングセンターなどで、気軽に検査でき

る「ワンコイン健診（現：セルフ健康チェック）」という新事業を創出したヘルスケアベン

チャー企業です。検体測定室（※）のガイドライン制定時に尽力し、ケアプロ中野店は検

体測定室第 1号として認定されています。セルフ健康チェックの累計利用者は 41 万人を超

えており（2017 年 7月現在）、中でも地域企業などが行う各種イベントに同社が出向き、検

査をする「出張セルフ健康チェック」は、民間資金を活用して健診未受診者等の健康意識

を高めることができる画期的サービスとして全国的に注目されています。 

 



 

※検体測定室とは 

検体測定室とは、指先からの自己採血により、血糖値、HbA1c、HDL、LDL など特定健康診

査の血液検査に該当する項目を測定し、その場で結果も提供するサービスです。2014 年に厚

生労働省によりガイドラインが定められ、現在約 1,000 ヶ所余りが検体測定室として届出ら

れています。 

ケアプロが提供する出張検体測定室サービスは、期間限定で検体測定室を開設するサービ

スで、年間 1,000 回規模でサービス展開するケアプロが薬局等に代わり、届け出や試薬・機

材の準備、医療ごみの廃棄、サービス提供まで全て請け負います。本サービスを導入するこ

とによって、利用者の来店きっかけに、買い物や処方箋の他に健康チェック利用が加わり、

施設利用者数増加にも寄与します。また、検査結果がその場で得られるだけでなく、看護師

などの有資格者から結果説明を受けることができるため来店価値向上に繋がります。薬局が

期間限定の検体測定室を定期開催することで、利用者自身の健康意識が高まり、厚生労働省

が提唱する健康サポート薬局としての地域貢献が可能です。 

 

 

                                    以上 


